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海外選択実習を終えて
山内真由子
　私は第一外科 芳村教授に紹介していただき，フランス リヨンにありますLouis Pradel病院で 4 週間の実
習をさせて頂きました。海外選択実習を選んだ理由としては，アドバンス実習では小児心臓外科を選びたい
と思っていて，せっかく海外で学べる機会があるなら挑戦したいと思ったためです。海外選択実習の希望者
を募る時点でフランスのテロ事件があったため，一時は行けるかどうか怪しい状況でしたが，学校側にも許
可していただき実習することが出来ました。 4 週間の実習の報告をさせて頂きます。
【実習について】
　 4 週間のうち， ３ 週間を小児心臓外科で， １ 週間を循環器小児科で実習させて頂きました。外科では小児
だけで毎日平均 ２ 件の手術がありました。術野に入れるのは ３ 人までなので，基本的には外からの見学でし
たが，週 １ 回は手洗いをして術野に入れさせていただきました。先生方からは英語で指示が飛んできます。
英語で会話が出来るのは先生方のみで，看護師さんなどはフランス語しか話せませんでしたが，私の拙い英
語とフランス語で多少はコミュニケーションが取れました。外から見学している時も，麻酔科の先生の位置
から見せていただき，時折先生方が解説してくださいました。日本で実習した時と比べて，珍しい症例を見
れたわけではありませんが，手術件数がとても多いのでたくさんの症例が見れました。
　循環器小児科では入院患者のエコーや心電図をとったり，カンファレンスに参加させて頂いたりしまし
た。こちらでは心臓移植後の子がいたり，大学ではあまり見られなかった不整脈の子がいたりと，循環器小
児科の幅広い症例が見れました。先生方がとても細やかな解説をしてくださり，勉強になりました。
【滞在中の生活について】
　滞在先は自分で決める必要があり，私は昨年の先輩に紹介していただき，日仏家庭にホームステイしまし
た。病院からはやや遠いですが，日本人の奥さんに何かと助けていただいて，大きな問題なく過ごすことが
出来ました。 １ 日慣れない英語とフランス語を使って疲れて帰ってきて，日本語で会話出来ることでとても
リラックス出来ました。実習が早く終わった日はリヨン市内で観光も出来ましたし，土日には電車で観光地
にも行くことが出来ました。治安の良くなさそうな場所もありましたが，自分で気をつけていれば大きな問
題はありませんでしたし，親切にしてくれる人にもたくさん出会いました。フランスの美しい街と，美味し
い食事を十分に楽しむことが出来ました。
【感想】
　長いようで短い １ ヶ月でした。 １ から全部ひとりでやるので，何をやるにも勇気がいることばかりで，楽
しかったのとしんどかったのが半分ずつという感じです。それでも勇気を出してよかったと思えることばか
りで，自分のことを見つめる １ ヶ月にもなりました。日本で実習していたほうが，医学的な勉強にはなった
のだとは思いますが，今回の実習には勉強以外の意味があると思っています。本当に貴重な １ ヶ月でした。
この経験を上手に活かせるように，これからも人として，医療者として努力したいと思います。
　最後になりましたが，今回このような貴重な機会を頂きましたこと，感謝申し上げます。本当に有難うご
ざいました。
